
 

お一人おひとりの声に耳を傾けて 

 佐々木春一議員は、住民の声をもとに議会で

質問。医療・介護・子育てなどの地域の切実な

要望を取り上げ、町政に届けてきました。 

 これからもみなさんとの対話を広げ、いのち

とくらしを大切し、町民が主役のまちづくりの

ためにがんばる決意です。 

 

 

町民のくらし、いのちが第一のまちづくりを！ 
― 議会で提案・実現しました 

高校卒業まで無料に 
住田町の子ども医療費無料制度は、これまでの中学生までから高校生

まで無料に対象年齢が拡充されました（今年４月から）。 

気仙管内初で、県内では８町村で実施。 

病院窓口支払いなしに 
佐々木春一議員は、医療費の「窓口支払いゼロ」を要請。 

岩手県は、就学前児童と妊産婦の病院窓口支払いなし（現物給付）を来年８月から実施する考

えを示しています。 

３～５歳児の保育料が無料 
 保育料について、佐々木春一議員が「子育て支援」を提案。 

 今年４月から、３（年少）・４（年中）・５（年長）歳児は保育料が無

料になり、希望者全員入所とし、就学前教育を実施。 

 ０、１、２歳児は、保育料（階層）を見直し、世帯の第２子は半額、第３子以降は無料に。 
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みなさんの声、地域の声を町政や国政に届け、 

これからもがんばります  
 

後継者づくりに手厚い支援を 

ＴＰＰ参加を阻止し、家族経営が成り立つ農業支援、米価対策を提案。 

木工団地の事業継続 
住田林業の中核施設である木工団地の２事業体は、経営状況が厳しいが、事業体スキームを再

構築し、事業継続を可能に。 

新すみた荘９月１日から開設予定 
     ― 入所定員６２人から８０人に拡大 

 特養老人ホームについて、佐々木春一議員は、待機者の解消や介護家族支援について質問。 

 特養老人ホームすみた荘が移転・改築され、新施設が今年９月１日に開設されます。 

 入所定員は８０人（長期７０人、ショート１０人）と拡大されました。 

 デイサービスは、これまでと同じ定員３３人です。 

 国の制度改悪で、「要支援」が介護保険から外されるなど介護保険制度が大きく変わります。

介護保険料が月額標準 6,000円となりました（４月から）。 

住宅リフォーム助成（最大３０万円） 
 ４年目となる住宅リフォーム助成事業。浄化槽設置整備事業と合わせて一

般住宅を改修できるとして好評です。 

 工事費用の２０％に相当する額で最大３０万円の補助金が交付されます。 

 住宅リフォーム助成の活用で、負担が軽減され、仕事おこしにつながります。例えば、浄化槽

５人槽設置で 522,000円、台所、風呂、居間などの改修で最大 300,000円で、合わせて 822,000

円の助成が受けられます。 

河川改修に着手 
岩手県では、津付ダム建設事業の中

止を決定し、河川改修による治水対策を進めています。今

年度は、世田米川向（新すみた荘付近）が着工されます。 

 

―私たちの訴え― 

・集団的自衛権行使を容認した「海外で戦争する国」にす

る「戦争法案」に強く反対し、廃案を求めます。 

・庶民のくらしを苦しめる消費税増税は断固反対です。 

街頭宣伝する 佐々木 春一 議員  

＜現在、町民アンケートへのご協力をお願いしています＞ 

※ 日本共産党の政策、活動をお知らせします 
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